
３
年
期
限
を
５
年
に
延
長

前
原
誠
司
前
外
相
（
６
日
辞
任
）
と

ル
ー
ス
駐
日
米
大
使
は
１
月
２
１
日
、

２
０
１
１
年
度
か
ら
の
在
日
米
軍
駐
留

経
費
負
担
（
思
い
や
り
予
算
）
に
関
す

る
特
別
協
定
に
署
名
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
今
年
３
月
に
期
限
切
れ
と
な
る
現

行
協
定
に
変
わ
る
も
の
で
、
現
行
の
３

年
期
限
を
５
年
（
２
０
１
５
年
度
ま
で

に
）
に
延
長
。
米
軍
基
地
労
働
者
の
給

与
や
基
地
・
施
設
光
熱
費
な
ど
年
間
１
９
０
０
億
円
、
５
年
間

で
１
兆
円
規
模
の
国
民
の
血
税
が
引
き
続
き
支
払
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
無
駄
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

米
軍
訓
練
移
転
費
も
日
本
が
負
担

新
協
定
で
は
ま
た
、
グ
ア
ム
を
は
じ
め
米
軍
機
の
米
国
領
域

へ
の
訓
練
移
転
費
用
も
日
本
が
負
担
す
る
こ
と
が
新
た
に
う
た

わ
れ
ま
し
た
。

協
定
は
さ
ら
に
、
米
国
領
へ
の
米
軍
訓
練
場
所
の
変
更
を
行

う
場
合
、
「
追
加
的
に
必
要
と
な
る
経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
負
担
す
る
」
と
定
め
、
１
月
２
０
日
に
日
米
で
合
意
し
た
、

沖
縄
・
嘉
手
納
基
地
の
Ｆ
１
５
戦
闘
機
の
グ
ア
ム
訓
練
移
転
、

三
沢
（
青
森
県
）
・
岩
国
（
山
口
県
）
両
基
地
所
属
機
の
訓
練

移
転
経
費
を
日
本
側
負
担
と
す
る
こ
と
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

菅
政
権
は
、
財
政
赤
字
を
理
由
に
、
教
育
・
社
会
保
障
・
中

小
企
業
関
連
予
算
を
削
減
し
、
さ
ら
に
消
費
税
の
大
増
税
を
国

民
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
ア
メ
リ

カ
軍
に
対
し
て
は
、
日
米
地
位
協
定
上
、
日
本
が
支
払
う
義
務

の
無
い
米
軍
へ
の
負
担
を
支
払
お
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

今
必
要
な
の
は
、
米
軍
へ
の
思
い
や
り
で
は
な
く
、
国
民
へ

の
思
い
や
り
で
す
。
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雇
用
を
破
壊
し
賃
下
げ
拍
車

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
関
税
を
は
じ
め
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」
に
か
か
わ
る
経
済
的
な
国
境

を
完
全
に
自
由
化
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
た
連
携
協
定
で
、
米
国
や
豪
州
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
９
カ
国
が
参
加
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
関
税
を
撤
廃
し
た
場
合
に
、
日
本
の
農
業
生
産
は
半
減
し
、
食
料
自

給
率
は
１
３
％
（
現
在
４
０
％
）
ま
で
低
下
す
る
と
農
林
水
産
省
は
試
算
。
農
林
漁
業
が

支
え
る
地
域
経
済
を
は
じ
め
、
国
土
・
環
境
の
維
持
な
ど
深
刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

し
か
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
関
税
の
撤
廃
だ
け
で
な
く
、
食
料
の
安
全
基
準
、
医
療
制
度
や
保

険
制
度
、
金
融
、
公
共
事
業
の
入
札
な
ど
多
く
の
分
野
で
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
労
働
力
の
流
入
で
、
国
内
の
雇
用
は
失
わ
れ
賃
金

の
切
り
下
げ
が
す
す
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
大
企
業
は
潤
っ
て
も
、
国
民
の
多

く
は
今
以
上
の
市
場
原
理
優
先
の
中
に
放
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
日
本
の
安
全
・
安
心
を
明
け
渡
す

菅
首
相
が
突
然
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
言
い
出
し
た
背
景
に
は
、
オ
バ
マ
米
政
権
の
世
界

戦
略
が
あ
り
ま
す
。
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
、
２
０
１
２
年
の
大
統
領
選
挙
で
の
再
選
を
目

指
し
、
米
国
の
競
争
力
を
強
化
し
、
輸
出
拡
大
を
通
じ
て
雇
用
の
確
保
を
図
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
輸
出
拡
大
策
と
し
て
米
国
が
追
求
す
る
の
が
自
由
貿
易
協
定
で
す
。
米
企
業
の

競
争
力
を
引
き
上
げ
、
日
本
へ
の
攻
勢
を
狙
っ
て
お
り
、
米
国
の
利
益
最
優
先
が
貫
か
れ

て
い
ま
す
。

急
速
に
広
が
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
世
論

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
声
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
方
議
会
で
は
40
道
府
県
議
会
で

意
見
書
が
可
決
さ
れ
（
「
反
対
」
11
・
「
慎
重
に
」
が
23
）
、
１
１
０
０
を
超
え
る
市

区
町
村
議
会
で
意
見
書
が
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

菅
首
相
が
「
平
成
の
開
国
」
と
称
す
る
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ

の
参
加
が
大
き
な
焦
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
と
バ
ス
に

乗
り
遅
れ
る
」
と
、
マ
ス
コ
ミ
は
異
常
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
影
響
は
農
業

だ
け
で
な
く
日
本
全
体
に
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

国
民
犠
牲
で
「
日
米
同
盟
」
最
優
先
の
菅
政
権
の
本
質
が
あ
り
ま
す
。

京都自治労連・京教組２０１１．３

メ
キ
シ
コ
で
は
４
割
（
２
５
０
万
人)

の
農
民
が
離
農

Ｉ
Ｔ
会
社
経
営
者
で
コ
メ
ン
テ
ィ
タ
ー
で
も
あ
る
ビ
ル
・
ト
ッ
テ
ン
氏
は
、
３
月
６
日
に
円
山
野
外
音
楽

堂
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
！
府
民
大
集
会
」
で
次
の
よ
う
に
訴
え
ま
し
た
。

メ
キ
シ
コ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）
に
よ
り
農
民
の
４
割
２
５
０
万
人
も
の

農
民
が
離
農
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
不
法
移
民
が
２
０
万

人
か
ら
６
０
万
人
に
激
増
し
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
コ
ピ
ー
。
日
本
も
同
じ
こ

と
に
な
る
。
世
界
は
食
糧
確
保
に
動
い
て
い
る
。
自

国
の
農
業
を
守
ら
な
い
と
飢
餓
し
か
残
ら
な
い
。
み

ん
な
で
力
合
わ
せ
、
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
跳
ね
返
し
、

孫
子
の
食
料
守
り
ま
し
ょ
う
。

ビル・トッテン氏
（ＩＴ会社経営者）の

3.6府民集会での訴え


